平成27年度高校生工事現場見学会感想文
愛媛県立伊予農業高等学校環境開発科1年生

平成27年10月28日（水）
『鹿野川ダムを見学しました。
　鹿野川ダム再開発完成に向けての工事がされていました。設備の目的は、鹿野川ダムの洪水調節が主で、予備放流水位時に２門の放流能力を有するらしいです。
　今現在、この鹿野川ダム建設に携わっている人数は５０～６０人程だそうです。また、作業員の方の年齢は２０代～６０代(平均４０代)という幅広い年齢層で作業が行われていると知り、驚きました。
　今回、鹿野川ダムを見学することができてよかったと思います。普段では見ることのできない部分。また、建設するにあたっての概要や苦労を知ることができたので良かったです。
　私の父は私の幼いころから建設業を営んでおり、私もその背中を見て育ってきたので建設関係に興味があります。そして、今回の鹿野川ダム見学によってその思いがより一層強くなりました。若い世代の人材が少ないからこそ、だとも思います。今後の進路決定に向けて今回の見学のことを視野に入れていきたいです。今回は、大変ありがとうございました。』
『鹿野川ダムを見学しました。
まず、選択取水設備を見ました。潜水士さんがいる小屋などがあったりしました。この設備は濁った水ときれいな水をわけることができる設備ということを聞きました。
次に、呑口部を見学しました。大きな穴が開いているとこがあり、迫力があって大変な仕事だなと思いました。この呑口部では鋼管矢板掘削や根固・中詰工や鋼管矢板打設や立杭掘削工などをおこなっているそうです。打設には、油圧ハンマでやったりバイブロハンマでおこなったりするそうです。
　最後は吐口部を見学しました。吐口部では、トランジション管を組み立てたり分岐管・ベルマウス管などを組み立てたりするそうです。
　今回の見学で、今までより一層土木関係の職に関して興味を持つことができました。今回の見学で学んだことを参考にし、今後の進路実現するために頑張りたいと思います。』
『鹿野川ダムを見学して私は、驚きという感情が一番大きかったと思います。
　あの大きなダムを、今よりも技術が発展していないなか造り、さらに、ダムを効率よく使うために今でも工事を続けていることにとても驚きました。そしてダム建設や改造事業にたくさんの人たちが協力してくれたからこそ、僕たちの生活が豊かで安全におくれているのだと思います。
　普段は、見ることのできないダムの細部まで見ることができ、本当にいい経験になったと思います。
　今まで、建設関係の仕事とはどこか自分とは関係がないと思っていました。ですが、今回見学したことで、自分の身のまわり、そして日本をつくっているといっても過言ではないぐらい建設というのは奥が深く、すごいものなのだと思いました。
　鹿野川ダムを見学でき、本当によかったです。自分もあの人たちに負けないぐらいの誇りをもった仕事をしたいと思います。』
愛媛県立東予高等学校建設工学科1・2年生

平成27年11月2日（月）

『私は、JR松山駅付近連続立体交差事業の現場見学に行きました。

　現場は朝まで雨が降っていた関係で、泥や水溜りが多く大変な場所でした。しかし、そこで働いている方達は、泥などで服が汚れていても仕事を一生懸命されていて、その姿を見て自分も社会人になったらこんなふうになりたいと思いました。

　今回の現場見学では、学校で学習していないことを知り、様々な建設機械を見ることができました。音が比較的小さい機械を使用しているのは、住宅が近いからだということがわかりました。周辺の環境にも配慮していて、とてもすごいことだと思いました。

　今日の現場見学では、いろいろなことを学べて本当に良かったです。これからの学校生活に活かしていきたいと思います。』
『今日の現場見学では、学んだ事がたくさんあり、とても良かったです。その中でも、鋼矢の役割を担当の方から聞き、引き抜き作業を見せてもらったことが一番印象に残っています。また、地下道を見て、こんなに深く掘っているのだと思うと、この作業がいかに大変だったのかが伝わってきました。

　現場はとても広く、スケールの大きさが伝わってきました。ここに大きな貨物駅ができると思うと、とてもわくわくしました。また、工事をしていく上で、周りの環境を考えて使用する機械を選ぶという配慮もすばらしいと思いました。

　この現場見学を通して、建設業への興味を持つことができ、将来この道に進みたいと思いました。これから、自分の夢を実現できるよう一生懸命頑張りたいと思います。また、将来このような仕事に関わる時には、しっかりと責任感を持ちたいと思いました。』
『僕が、現場見学に行って感じたことは三つあります。

　一つ目は、規模の大きさです。現場にバスで到着すると巨大なクレーンやショベルが動いており、大きな仕事をしているのだと感じました。

　二つ目は、資格の大切さです。現場ではクレーンやショベルなどの重機がたくさんあり、それらを動かすことができるのは資格を持った人です。それを考えると資格は必要で、就職する時は強みになります。

　三つ目は、チームワークです。今回見学した大規模な工事になると様々な会社が協力して作業しなければなりません。しかも工事には、莫大な費用もかかっており、作業員は責任重大です。

　今回の現場見学会を、将来どんな仕事に就くのかを考える上で、参考にしたいと思います。』
愛媛県立松山工業高等学校土木科2年生

平成27年11月24日（火）
『今回、初めてトンネル内の道路舗装を見学させていただきました。インターンシップでは、一般道路の見学はしたことがありましたが、トンネル内の道路舗装の仕方は少し違うなと思いました。一番驚いたことはトンネルを掘削するのに1回の発破で1メートルから1.5メートル位しか掘削できないことです。トンネルを造る作業は自分が想像していた以上に大変だということが分かりました。
　今回の千丈トンネル建設工事の見学でとても規模の大きな現場で自分も土木工事や建設関係の仕事に就きたいという気持ちが強まりました。
　今回は、大変お忙しい中、作業を止めて見学させていただきありがとうございました。この貴重な体験を今後の進路選択に役立てたいと思います。本日は本当にありがとうございました。』
『私は今回の千丈トンネル建設工事で行われた現場見学会に参加して、土木建設業に関する興味が深まりました。
　私はインターンシップの時に一度、千丈トンネルの現場見学をさせていただいたのですが、コンクリートを打設していなかった時だったので見る風景が全然違っていました。トンネルを掘る時にも周辺地域の人々への気配りも考えていてすごいと思いました。建設業が地域を支えているということが分かりました。
　私はインターンシップを含め、今回の現場見学会で今までは建設業に進むか進まないか迷っていたのですが、これからの進路選択の参考にしたいと思います。
　今回は、このような現場見学会の機会を設けていただき、本当にありがとうございました。』
『今回、現場見学会に参加させていただきトンネル内の舗装作業を見て、とても大きな機械で作業しているのに驚きました。道路舗装をする感じで造っていると思っており、実際は違っていたことを学べてよかったです。
　今回、貴重な時間を自分たちのために設けていただき、ありがとうございました。将来建設業に就職したいと考えていたので今回の見学会で学んだことを知識として覚えておきたいと思います。また、関係者の人たちの説明も分かりやすく、現場も見学しやすかったです。たくさんの人たちのおかげで今回のような体験ができ感謝しています。建設業に就きたい思いも強まりました。学校でしっかり勉強し、やりたいことができるよう努力していきたいと思います。今回、大変貴重な体験をさせていただきありがとうございました。また機会があれば見学したいです。』
松山聖陵高等学校建築科2年生

平成27年11月26日（木）

『今回、伊予市学校給食センター新築工事の現場見学に行きました。
建物はまだ、入ってすぐには給食センターかどうか見た目ではわかりませんでしたが、説明を聞いていると給食を作るときのための、換気や排気の設備などがいくつもあって、ここで給食が作られるようになるというのを実感しました。給食センターの中は、一般区域、調理員準備区域、汚染区域、非汚染区域の四つの区域に分けられて、徹底的に衛生管理がされるというのがわかりました。しっかりと考えられて設計されているから、僕たちが幼稚園、小学校、中学校とおいしく給食が食べることができていたということがわかり、建築の仕事がいろいろな所で活躍しているということを改めて感じ、とても感動しました。　　　
今まで住宅の工事の見学はしたことがありましたが、こんな大きな建物の見学は初めてで、中はとても迫力があって、しかもあんな大きな建物が細かいところまで計算されていたりして感動しました。またこの給食センターが災害の時のためのことも考えられていて、給食を作る以外の用途もしっかりしていてすごいと思いました。
現場で仕事をしている人たちはどの人も真剣で溶接をしていたり、部材を組み立てていたりと一つの建物を作るのにたくさんの人が関わっていて、一人一人の仕事が建物を作るのには大切だということがわかり、自分が建築関係の仕事に就いたらその仕事に誇りをもって頑張りたいと思いました。』
『今回私は、伊予市にある学校給食センターの新築工事の様子を見学しに行きました。

今まで建築関係の建築物を見学したことはあったのですが、新築工事の様子を見学するというのは今回が初めてだったので、バスでの移動中はすごく楽しみでした。

現場に着くとそこは山の中にあり中学校のすぐ隣で、学校給食センターの新築工事が行われていました。雨天の中でも作業をしていたのを見て、「本当に大変な仕事なんだな」と改めて実感しました。

配られた資料には、一階平面図や屋根伏図、完成予想図が書かれており、設計した会社の方と現場を仕切っている人たちと実際に移動しながら説明を聞きました。普段は全く見ることのない場所も見る事ができ、給食センターというのもあって様々な工夫が施されているのが間近で見る事ができました。

建物だけでも13億円、全部で17億円もの費用がかかるのを聞いてすごく驚きました。

資料の「一階平面図」見てみると、汚染作業区域、非汚染作業区域、調理員準備区域、一般区域とエリアで分けられており、とくに汚染作業区域と非汚染作業区域との境は、汚染作業区域の空気が入らぬよう、壁や冷蔵庫で仕切りを作り、緊急連絡時は小さな扉で会話ができるようにと一切空気が入らない構造になっていたので、すごく感心しました。

今回の現場見学を通して、自分の今後の授業での設計計画で今まで不十分だった部分が、何カ所かありました。今回の経験を生かして、今後の授業に役立てていこうと思います。』
『私は、伊予市給食センターの見学してみてまず規模の大きさに驚きました。今まで見学に行ったのはお寺や住宅などの木造の新築工事などでした。鉄骨造の新築工事は初めてだったので見たことない所や実際に作業を見ることができて滅多にできないいい経験ができたと思います。松山市や他の市の給食センターはいくつかに分かれていて１カ所で作れるのが2000食なのに対して、伊予市の給食センターはその建物だけで4000食作ることができ伊予市の学校すべての人達の給食を作ることができるので効率が良くていいなと思いました。また、今問題になっている杭を使わずラップルコンクリートによる直接基礎形式にしてあるので安心、安全だと思います。その他にも大規模災害時の拠点になるくらいの耐久性がありそれに加えて、避難時の食料を調理するための発電機と予備燃料、備蓄米を炊飯・提供できるくらいの貯水槽を完備しているので災害時のこともすごく考え、いろんな用途があることが分かりました。2階に上がると1階の吹き抜け部分が見えるようになっていて見学に来た人が見やすいように少し窓が斜めになっていました。このようにひとつの建物なのにいろいろな用途とコストも考えた上で作られていることに衝撃を受けました。
私は、用途をあまり考えず設計していることが多いので、この見学でいろいろな用途がある建物を設計してみたいと思いました。今回の現場見学は学ぶことがたくさんあり、有意義な時間になりました。』
愛媛県立八幡浜工業高等学校機械土木工学科2年生

平成27年12月8日（火）

『今回の現場見学で、九島と坂下津をつなぐために作られている九島大橋を見学しました。橋の全長は468ｍで、クレーン船による大ブロック架設を行っていました。
　今まで橋梁の架設現場を見たことがなかったので、今回の見学会で驚いたことや学んだことが多くありました。まず驚いたことは、橋を大きな三つの箱桁に分けて作成したものを船で現場まで運び、現場で組み立てていたことです。始めはとても大きな箱桁を別の場所で作って運ぶことはとても大変だと感じましたが、説明を聞く中で、ほぼ完成状態で架設するので、架設工期は短くなり、効率が良くなるのだなと勉強になりました。そして橋に使われるボルトにも驚きました。そのボルトは、必要な締め具合になるとボルトの余った部分が勝手に取れる仕組みになっていたことです。これがあることによって、締め付けの確認が容易にできるので、とても便利だと感じました。次に、土木の仕事は自分のした仕事が地図に残るということを学びました。自分の仕事が地図に残れば達成感を感じられる仕事なのだろうなと思いました。
　今回の見学会で、地図に残る土木の仕事に以前から興味があったので、もっと勉強してもっと知識を身に付けたいと思いました。将来の進路はまだ未定ですが、この見学会を通してこれからの自分の進路選択の良い機会にしたいと思います。』
『今まであまり橋について考えた機会がなかったのですが、今回の九島大橋の見学会に参加して、橋梁についてとても興味が湧きました。
　見学前の現場事務所での説明では、まだ授業で習っていない用語がたくさん出てきて分からないことも多くあったけれど、３Ｄの完成予想図や橋梁を架設するまでの動画もあり、より一層見学が楽しみになりました。
　いざ見学が始まると、事前の説明で聞いていたものに加え、最大級の油圧ジャッキや普段は入ることのできない箱桁の中も見学することができ、すごく沢山の工程の中で多くの工夫を取り入れて一つの橋梁を完成させるということが分かりました。
　現場の方が、「地域の人たちが喜んでくれる仕事はやりがいがある。」と言っていたことを聞いて、将来の進路はまだ決まっていないけれど、自分も沢山の人が喜んでくれる仕事に就きたいと思いました。今回の見学会を今後の進路に役立てていきたいです。』
『今回現場見学会に参加して、橋梁が完成するまでの工程はとても大変だなと思いました。
　加工の段階では、自動で機械が切断し溶接や組立をして、その後180度回転させて同じ作業を繰り返し、箱桁ブロックを組み立てることを知りました。クレーンで180度回転させるのにはとても驚きでした。また、中央径間ブロックは千葉工場から４日間かけて運び、側径間ブロックは長崎工場から２日かけて運び、それをクレーン船で３回に分けて架設する大ブロック工法は、とても魅力を感じました。
　実際に橋梁を見学し、未完成の橋梁を普段歩くことができないので貴重な体験ができました。まだアスファルト舗装がなされていなかったので、橋梁全体が新鮮に感じました。箱桁の内部にも立ち入ることができ、内部はとても奥行きがあり広くて迫力がすごかったです。
　今回の橋梁の見学は、今まで体験したことがなかったので、とても良い経験になりました。将来、建設会社で勤務したいなと、より一層思いました。』
愛媛県立西条農業高等学校環境工学科2年生

平成28年1月20日（水）

『今回の現場見学会では、朝倉第２高架橋上部工事現場を見学させていただきました。
　現場の人の挨拶の後、説明がありました。とても丁寧に僕たちにもわかりやすく説明してくれました。
　体験したことは、鉄筋結束の体験と、コンクリートの品質管理体験でした。
　鉄筋結束体験では、ハッカーと結束線を使って鉄筋と鉄筋を結束しました。ハッカーを使った結束は、見ていたのと比べて意外に難しく、3つ目くらいからやっとスムーズにできるようになりました。
コンクリートの品質管理体験では2つのことをしました。1つはスランプ試験で、この試験では、コンクリートのやわらかさ、流動性を確認する試験です。学校の土木施工の授業で実験していたのでスムーズに理解できましたが、プロの人の手際の速さに驚きました。

もうひとつは、空気量試験で、コンクリートの強さ、耐久性向上のための微細な空気量確認のためにすることがわかりました。
　最後に今治道路事業の全体説明があったのですが、今治市矢田から今治市長沢までの１０.３キロになる大きな事業ということで、非常に時間がかかるが、すごくやりがいのある工事なんだと思いました。

　今回の現場見学会では、授業でやっていたことが本物の現場でも行われ今勉強していることが大切なことだと実感できました。この体験を、僕の進路にもしっかりといかしていきたいと思います。』
『僕は今日の、朝倉第２高架橋上部工事現場の現場見学会に参加していろんなことを学び、体験させていただきました。
　現場についてから工事概要などをわかりやすく教えてくれました。PC6径間連結コンポ桁橋など初めて聞いた言葉や授業で学んだことなどもありましたが、わかりやすく丁寧に教えていただきました。その後、実際に作業しているところに行き、鉄筋結束体験をしました。ハッカーという道具を使い、結束線という針金で鉄筋を結束していきました。はじめの一本目は、緊張してうまくできませんでしたが、だんだんしているうちにうまくできるようになってきたのでうれしかったです。周りの現場の方々に「うまいねぇ」とか「明日から来てもらわないかんねぇ」などと言っていただき本当にうれしかったです。
　コンクリートの品質管理も体験しました。スランプ試験は学校でもしたことがあるので要領はわかっていたので、できました。もうひとつの空気の試験は見たことがなく、初めてだったので、こんな試験もしているんだなと思いました。いろんな試験をしてコンクリートを打ち込んでいるので安心・安全が最優先で作業していることがわかりました。
　今回行った現場の道路は、今治朝倉インターチェンジと東予丹原インターチェンジを結ぶものでした。この道路が完成すれば、いろんなたくさんの方々が便利になるし、地図にも載る、とても誇りをもてる仕事だと思いました。』
『今日の、現場見学会では少しでも多くの建設の知識などを知ろうといった気持ちで参加しました。現場見学はとても貴重な体験なので、担当してくださった人の話をよく聞き覚えて帰るという努力を心がけました。その体験の中で幾つか印象深いものがありました。
　まず、高架橋の鉄筋の結束体験を行いました。初めて使う道具と、聞き慣れない結束という言葉に想像がつきませんでした。いざ、足場を上がり体験場所まで行くと周りの足元に大量の鉄筋が敷き並べられていました。その状態に驚きました。橋の内部には、こんなにもいっぱいの鉄筋を使うのだと初めて見て知りました。そして、その鉄筋の十字に重なる部分に、結束線を用いて締めつなぎました。人の手では固く結束することができないので、ハッカーという先端が鉤爪の道具を使って結束しました。しかし、初めての作業に緊張と不安でいっぱいになり最初の結束に、やや失敗してしまいました。周りの人を手本に、再度挑戦すると上手く出来たので、その後数回は簡単に結束をしました。仕上がりがきれいになったことで、とても満足しました。貴重な体験だったのですが、学ぶというより楽しむことの方が強かったと思います。
　他にも、コンクリートの強度試験や圧縮試験の手順や方法を知り、学校で学んだ内容もあったのでその体験が無駄にならなかったのだと改めて感じました。そして、今回の話の中で、建設に携わる若手不足が問題になっているとおっしゃっていたので、将来的に就きたい仕事に建築家を考えてみたいと思いました。現場の人の優しさがあっての今回の現場見学があったのだとおもいます。ありがとうございました。』
愛媛県立吉田高等学校機械建築工学科1年生

平成28年1月22日（金）
『工事現場見学会に参加して、建設現場内を見ることは初めてだったので、とても興味を持って見学することができました。現場では色々な場所で必要に応じて工夫をしており、勉強になりました。その一つがバルコニーでのコンクリートでした。コンクリートの間にゴムを入れ、コンクリートが気温などで伸縮してひびが入るのを防ぐためだということを知った時はとてもすごいなと感動しました。
　色々な会社の人たちが集まってあのような一つの大きな建築物を造っていき、完成した時は、とてもうれしく、やりがいのある仕事なんだろうなと思いました。私も将来は建設業で働きたいと思っているので、今回のような実際の現場を見学できたというのはとても貴重な経験ができました。
｢毎回違った建築物を造るのが楽しいこと｣と話をされていたので、建設業で働きたいという気持ちが今まで以上に強くなりました。』
　『今回の愛南町の建設現場を見学に行って自分の予想と違っていたり、興味のわいた所がありました。今までは鉄筋コンクリート構造や、鉄骨構造などでできている大型の建物より、小さな普通の木造住宅に興味がありましたが、今回の見学によって、鉄筋コンクリートなどの大型の建築物にも興味がわいてきました。
実際に見た建物は、規模が大きくても、細かな所まで計算や工夫がされており、例えばバルコニーのコンクリートが膨張して膨らんだり縮んだりしてひびが入るのを防ぐためのゴムがあったり、地面に敷かれたタイルの様なものに穴があいていて、そこに電気のケーブルなどを通したりするなど、様々な工夫がしていました。このように、私の考えていた以上のことがたくさんあり、非常に驚き、そして勉強になりました。
今回見学した様々なことを自分の進路選択に役立てて行きたいと思います。』
『今回は愛南町新庁舎建設工事の現場見学会に参加させていただき、ありがとうございます。今回のようなとても大きな建設工事現場を見学したのは初めてだったので、とても楽しみにしていました。そして、当日の見学会では分かりやすいスケジュール表や建物概要の説明資料などを作っていただいていたので、スムーズに見学することができました。
３階から２階、１階へと見学して行って工事の進み方や流れがとても良く分かりました。そして、普段は目にすることのない壁の中や、天井板の上の骨組みや配管なども見ることができたので、うれしかったしとても勉強になりました。
また、工事のスケジュールや休憩時間、そして安全のための鏡などの説明があり、災害対策を徹底しており、安全第一で仕事を進めていっていることが分かり、とても驚き、勉強になりました。
私も建設工事に係わる仕事がしたいと考えているので、今後もしっかりと勉強をしていきたいです。』
愛媛県立松山工業高等学校建築科2年生

平成28年1月26日（火）
『今日の現場見学会で学んだことが三つあります。まず一つ目は、部分的に造って完成を早めていたことです。もうすでに蛍光灯などを設置していたのでそう思いました。二つ目は、松山工業高校の第一体育館の屋根トラスの形状が違ったことです。松山工業高校の体育館の屋根は、平たい形だったけれど、余土中学校の屋根のトラスは松山工業高校と比べて小さく組んでいてとても興味深かったです。最後の三つ目は、工事期間が一年と言うことです。余土中学校の完成予定の配置図を見たら校舎や体育館が分かれていてとても作業がやりにくそうだと思ったけれど、資料を見たら一年の工事期間だったので短いと感じました。
　最初に渡された資料を見たら、多くの会社が余土中学校にかかわっていて、このようなこともあるのだなと思いました。一日に七時間ぐらい作業をこなし、作業開始前や終了した後にミーティングや危険予知活動・検査などを行っていて事故が起こらないようにしているのだなと改めて思いました。
　インターンシップでお世話になった企業さんとは違って、大規模な工事をしているところの見学をさせていただき、とても興味が湧きました。またこのような現場見学会や企業見学をしに行きたいと思いました。』
『今日の現場見学会を終えて思ったことや感じたことは、普段学校で勉強していることがたくさん現場内で行われていて、すごいと思いました。やはり普段の勉強だけでは分からないこともあるので、このような機会をいただきとても感謝しています。特に印象に残ったのは、基礎の所々に置いてある穴です。最初見たとき何をするのだろうと考えていましたが、なかなか何に使うのかわかりませんでした。しかし、最後に説明をしていただき本当にすごいなあと思いました。バレーボールやバトミントンのポールをあの穴に差し込むなんて考えもしなかったです。外観は、壁が白と黒になっており今時のオシャレな感じになっていたことにも驚きました。施工の工程も進んできているんだなあと思いました。
　私は建築関係の仕事に就くつもりなので、もっともっと勉強をしてたくさんのことを知っておかなければだめだと思いました。したがって、普段からいろいろな建物に興味を持つようにしたいと思います。僕たちの学校にも新しい第二体育館を建てているのでしっかりと見学をして、学べるものを探したいです。そして、第二体育館ももうすぐ完成ですから楽しみです。
　今日は本当にいい見学会ができたと思います。一つ一つ工夫された建物なので、中学生たちも過ごしやすいのではないかと思いました。知らないこともたくさん理解ができて良かったです。最後に国宝の話もためになりました。道後温泉や石手寺、松山城も是非行ってみたいと思います。今日は本当にありがとうございました。』
『今日の現場見学会でいろいろなことを学ぶことができました。私は１０月のインターンシップのときにプール棟、体育館、校舎棟を見ました。そのときに比べてもうほとんど完成に近づいており、工事の速さに驚きました。今日見た体育館は地震に耐えるために屋根全体にトラスをつけて耐震をしていました。他にも夏場の暑さを軽減するため天井近くに窓をたくさん設置して換気ができるようになっていたり、部室や倉庫を体育館の中に配置していて、とても便利な体育館でうらやましかったです。
　インターンシップのときとは違い、いつもは見ることができないステージの上の構造や床の部分を見ることができました。このような体験ができたことはこれからの人生で滅多にできないことだと思いました。もう少しの学生生活ですが、体育館を使用するときにこれがどのように造られたのかなどいろいろな目線で見ることができると思いました。私はこの見学会を就職してからの活動に役立てたいと思っています。今日はありがとうございました。』
